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　「空気の恩恵を人間は忘れている。世界に先駆けてわが町に空気神社を造ろう」と、故白川千代雄氏（松程）が
提唱したのは、昭和 48 年のことでした。その後、自然崇敬の高まりを願い、昭和 63 年に「空気神社建立奉賛会（故
菅井敏夫会長）」が創設され、平成２年、世界に類例のない環境モニュメント「空気神社」が白倉に完成しました。
　町は平成４年３月、世界環境デーの６月５日を条例で「朝日町空気の日」に制定。現在は６月上旬の「空気まつり」
や各種取り組みを通じて、空気の大切さをよびかけるとともに、自然豊かな町を広く発信しています。

　「町民がアイデアを出し、町外の方の人気投
票で新しい空気神社のお土産を作り上げる」―。
ちょっと変わった方式で行われた「空気神社応
援団（代表…佐藤恒平町情報交流推進員」によ
る神社のお土産開発プロジェクト。応募のあっ
た 75 案から選ばれたのは、小学５年生（当時）
の梅津航樹くん(常盤)のアイデアでした。
　応援団ではその後、西松屋菓子店(常盤)の
協力を得て、商品の開発に着手。以後数回にわ
たる試作を経て、今回のまつりで披露されました。
　空気神社の参道には万物を構成する元素「木・
火・土・金・水」を象徴するモニュメントがあり、
クッキー一枚ごとにこれにちなんだおみくじが
入っています。クルミ入りのクッキーの味はシン
プルで、「誰でも食べられる味を心がけた」と西
松屋の白田常次さん。町ＰＲキャラクター「桃色
ウサヒ」と空気神社の巫女を描いたパッケージ
は町出身のイラストレーター、あしざわひよこさ
ん(東京都)が手掛けています。
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　町は今年度から、町議会 6 月定例会を「空気の日制定
記念 『空気に感謝する議会』」と称することとし、町をあ
げて空気、自然に感謝する姿勢を発信しました。
　6 月 4 日から 6 日にかけて開催された議会では、本会
議の開会前、空気に感謝する姿勢を示した（両手を上げ
て天を仰ぎ深呼吸）ほか、議員、町執行部ともに空気神
社ネックストラップを着用。机上には町の木「ブナ」の幼
木を置き、議場内に町花「ヒメサユリ」も飾りました。

商品：焼菓子（クッキー）
枚数：6 枚入り
価格：840 円( 税込 )

企画／空気神社応援団
製造／西松屋菓子店( 常盤 )
販売／Ａｓａｈｉ自然観

お土産品開発を企画した「空気
神社応援団」とアイデア提供者
の梅津航樹くん、そして製造を
手掛けた西松屋菓子店が一堂に
顔をそろえ、新商品を発表した

（6 月 1日／空気神社）

空気が縁で 6 年前から毎年このまつりを訪れ
ている世界的空調機器メーカー「ダイキン工業
株式会社（大阪市）」。今年も本社や関連会社の
社員 13 人が来訪し、神社で空気清浄機のヒッ
トを祈願したほか、展示ブースを設置や販促
グッズなど通じ、空気の大切さをよびかけた

関連イベントの一つ「自然と
遊ぼう！木登りツリーイング」。
ロープを使って高い樹木にも
スイスイ。新緑のさわやかな
空気をいっぱいに吸い込みな
がら楽しんだ

　まつりのメインイベン
トである「みこの舞」。毎
年これを目当てに多くの
人が足を運ぶ。
　今年も宮宿小（和合地
区）の児童７人が大沼浮
島雅楽保存会（左）の演奏
に合わせ、ステンレスの
板上で舞いを披露した

毎年たくさんの物販テントが並ぶ空
気まつり。町内の物産品のほか旬の
山菜が豊富に並び、訪れた人が手に
とっては買い求めていた
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着用された空気神社
のネックストラップ

答弁席を華やかに飾る町花ヒメサユリ

両手をあげて天を仰ぎ深呼吸する議員
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６年女子 １位 記録 ２位 ３位
100 ｍ 長岡桜子 ( 宮 ) 15 秒５ 澤田美咲 ( 宮 ) 安達千尋 ( 宮 )
70 ｍＨ 安孫子遥 ( 宮 ) 13 秒４ 長岡理々子 ( 大 ) 清野恵理奈 ( 宮 )
800 ｍ 清野愛莉 ( 宮 ) ２分 57 秒９ 松田ちほみ ( 大 ) 阿部梨里香 ( 西 )
走幅跳 志藤ほのか ( 大 ) ３m38cm 安達千尋 ( 宮 ) 峯田真奈（宮）
走高跳 海藤理子 ( 西 ) １m05cm 澤田美咲 ( 宮 ) 佐藤桃乃(宮)・長岡桜子(宮)

６年男子 １位 記録 ２位 ３位
100 ｍ 鈴木澪弥 ( 宮 ) 14 秒８ 深沢大樹 ( 宮 ) 梅津航樹 ( 西 )
70 ｍＨ 白田一暉 ( 大 ) 13 秒１ 柴田　涼 ( 宮 ) 長岡恵汰 ( 大 )
1000 ｍ 長岡真生 ( 西 ) ３分 44 秒８ 梅津航樹 ( 西 ) 相座一生 ( 西 )
走幅跳 伊藤駿平 ( 宮 ) ３m63cm 深澤大樹 ( 宮 ) 村山悦史 ( 西 )
走高跳 阿部将史 ( 西 ) １m24cm 鈴木澪弥 ( 宮 ) 東海林裕二（大）

５年女子 １位 記録 ２位 ３位
100 ｍ 白田怜蘭 ( 大 ) 16 秒２ 関根    萌 ( 宮 ) 佐藤祐里 ( 宮 )
70 ｍＨ 堀　美宙 ( 宮 ) 13 秒７ 志藤百音 ( 大 ) 近衛美空 ( 宮 )
800 ｍ 白田怜蘭 ( 大 ) ３分１秒２ 関根　萌 ( 宮 ) 志藤七那子 ( 大 )
走幅跳 堀　愛姫 ( 大 ) ３m18cm 佐藤祐里 ( 宮 ) 阿部愛実 ( 西 )
走高跳 阿部花穏 ( 宮 ) １m09cm 川村さつき ( 大 ) 安藤百恵 ( 宮 )

５年男子 １位 記録 ２位 ３位
100ｍ 松田周平( 大 ) 16 秒３ 阿部崇希( 西 ) 鈴木優斗( 宮 )
70ｍＨ 武田航河( 大 ) 14 秒 8 渡邉遥稀( 宮 ) 堀　如水( 大 )
1000ｍ 阿部崇希( 西 ) ３分 51秒４ 鈴木智也( 西 ) 長岡諒虎( 大 )
走幅跳 太田迪喜( 宮 ) ３ｍ26cm 松田周平( 大 ) 佐藤来都( 西 )
走高跳 鈴木登惟( 宮 ) 　　95cm ――――　　 ――――　　

５
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町小学生陸上競技記録会

小学５・6 年生が自己ベストに挑む

　西五百川小グラウンドを会場に、町内３
小学校の５・６年生 123 人が出場。必須
種目の 100 ｍ走のほか、走り幅跳び、走り
高跳び、70 ｍハードル、持久走（男子…
1000 ｍ、女子…800 ｍ）の４種目の中か
ら１種目にエントリーし、それぞれ自己ベス
トに挑みました。

　ホームページに写真

　寒河江西村山地区一円を自転車で巡る「ツール・ド・さ
くらんぼ」が６月 1 日開催されました。
　サクランボシーズンの到来を全国に発信しようと、寒河
江市と寒河江市青年会議所が初めて開催。18 歳から 72 歳
までの男女約 500 人が参加し、起伏に富んだ 123 キロの
難コースに挑戦しました。町内では主に北部地区がコース
に組み入れられ、休憩所となった朝日町ワイン城では、選
手たちが冷たいブドウジュースでのどを潤していました。

６
１ ツール・ド・さくらんぼ

寒河江西村山地区 123 キロを自転車で疾走

　５月 26 日「水本菜の花観写祭」が開催され、約 120
人が満開の菜の花を楽しみました。
　地区内に咲く菜の花が見頃を迎える時期に合わせて毎
年開催されているもので、今年で５回目。菜の花畑の特
設ステージで行われたイベントでは、満開の菜の花を
バックにした「送橋神明こぶし太鼓（清野むつみ代表）」
が披露され、アマチュアカメラマンらが一心にシャッ
ターを切っていました。

　「朝日町応援デー」に指定されたモンテディオ山形ホー
ムゲーム、京都サンガ FC 戦が５月 26 日行われました。
　通常の半額で観戦できる「市町村応援デー」。試合に先
立ち、一昨年結成された「モンテデイオあさひ応援隊」メ
ンバーの鈴木仁さん（大谷三）のご家族が、選手と関係
者に朝日町ワインを贈呈し激励。また、町の情報発信役
の「桃色ウサヒ」もモンテディオ山形のマスコット「ディー
オ」とともに愛嬌を振りまきながら、町をＰＲしました。

水本菜の花観写祭
５
26

満開の菜の花をバックにした太鼓の演奏も…

モンテディオ山形朝日町応援デー
５
26

　5 月18 日、町 ALT マーティ先生による「イースターエッ
グハント」が行われ、10 人の子どもたちが参加しました。
　キリスト教の「復活祭」にちなんだこの行事は、カラフ
ルに染められた卵を隠し、そして探し当てるゲーム。アメ
リカ文化にふれてもらおうとマーティ先生が企画しました。
　好みの絵や文字で卵をきれいに彩った子どもたちは、創
遊館の芝生広場でゲームを満喫。終了後はアメリカの家庭
料理風に味付けされた先生特製のチキンも味わいました。

マーティ先生のイースターエッグハント
５
18

彩り豊かな卵を隠し、探し当てるゲーム



400ｍリレー １位 記録 ２位 ３位
男子 宮宿Ａ １分 1秒 8 西五百川Ａ 西五百川Ｂ

（宮宿Ａチーム選手　　鈴木澪弥・伊藤駿平・深澤大樹・柴田　涼）
女子 宮宿Ａ １分 2 秒 0 宮宿Ｂ 大谷Ａ

（宮宿Ａチーム選手　　長岡桜子・安達千尋・澤田美咲・佐藤祐里）
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「
句
集　
出
羽
に
青
山
あ
り
」   

阿
部 

宗一郎  

著

　
母
わ
れ
を
出
羽
に
青
山
あ
り
と
生

む
―
。
出
羽
の
大
自
然
を
、
風
土
を
、

そ
こ
に
暮
ら
す
様
々
な
命
を
、
力
強

く
詠
う
著
者
渾
身
の
一
集
。

「
甘
味
辛
味
―

業
界
紙
時
代
の
藤
沢
周
平
ー
」

藤
沢 

周
平 

著
、
徳
永  

文一 

著

　

作
家
に
な
る
前
い
く
つ
か
の
業

界
紙
で
働
き
、
中
で
も
「
日
本
加

工
食
品
新
聞
」
で
は
10
年
も
の

あ
い
だ
編
集
長
を
務
め
た
藤
沢
周
平
。

こ
の
新
聞
の
コ
ラ
ム
に
書
い
た
記
事

か
ら
70
篇
を
収
録
す
る
。
当
時
の
同

僚
、
仲
間
を
取
材
し
た
徳
永
文
一
に

よ
る
評
伝
も
掲
載
。

【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼
切
り
裂
き
ジ
ャ
ッ
ク
の
告
白
／
中

山
七
里　
▼
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
／

川
瀬
七
緒　
▼
よ
だ
か
の
片
想
い
／

島
本
理
生　
▼
脊
梁
山
脈
／
乙
川
優

三
郎　
▼
光
の
山
／
玄
侑
宗
久　
▼

快
挙
／
白
石
一
文　
▼
童
子
の
輪
舞

曲
（
ロ
ン
ド
）
／
仁
木
英
之　
▼
ゆ

う
じ
ょ
こ
う
／
村
田
喜
代
子　
▼
熱

血
ポ
ン
ち
ゃ
ん
か
ら
騒
ぎ
／
山
田
詠

美　
▼
鮨
そ
の
ほ
か
／
阿
川
弘
之　

▼
深
海
の
夜
景
／
森
村
誠
一　
▼
が

ま
ん
し
な
く
て
い
い
／
鎌
田
實　
▼

く
ち
づ
け
／
宅
間
孝
行　
▼
小
さ
な

家
・
可
愛
い
家
／
ミ
ミ
・
ザ
イ
ガ
ー

▼
デ
ィ
ア
ス
と
月
の
誓
約
／
乾
石
智

子　
▼
無
力
／
五
木
寛
之　
▼
友
罪

／
薬
丸
岳　
▼
暮
れ
て
い
く
愛
／
鹿

島
田
真
希　
▼
花
鳥
の
夢
／
山
本
兼

一　
▼
る
る
ぶ
東
北
'14
／
▼
る
る
ぶ

山
形
'14
／
▼
山
形
'14
ー
蔵
王
・
米
沢
・

庄
内
―

町
立
図
書
館
新
刊
案
内

　

５
月
３
日
、
桃
色
ウ
サ
ヒ
の

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
が
発
売
さ
れ
ま
し

た
。
庄
内
町
の
会
社
の
企
画
で
生

ま
れ
た
こ
の
「
つ
や
姫
１
０
０
％

ス
ナ
ッ
ク
」
は
、
県
の
農
産
物
の

シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ペ
ロ

リ
ン
」
と
蔵
王
温
泉
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
じ
ゅ
っ
き
ー
」
そ
し
て
ウ

サ
ヒ
の
３
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
山

形
の
新
し
い
お
土
産
と
し
て
、
県

内
の
道
の
駅
や
物
産
店
で
販
売

さ
れ
、
町
内
で
は
朝
日
自
然
観
、

ヒ
グ
チ
、
り
ん
ご
温
泉
で
扱
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
取
扱
店
が
多
い
分
、
ウ
サ
ヒ

の
「
使
用
料
」
も
相
当
な
額
だ

ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
と
お
考
え

の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

実
は
使
用
料
は
「
０
円
」
で
す
。

「
朝
日
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
」

と
い
う
使
用
条
件
を
満
た
し
て

い
れ
ば
、
基
本
無
料
で
ウ
サ
ヒ

の
画
像
を
使
っ
て
商
品
を
製
造

す
る
事
が
出
来
ま
す
（
た
だ
し
、

利
用
申
請
は
必
要
で
す
）。
ウ

サ
ヒ
を
気
軽
に
使
っ
て
い
た
だ

き
、
多
く
の
商
品
が
生
ま
れ
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
町
を
知
っ
て
も

ら
う
き
っ
か
け
を
多
く
生
み
出

す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

実
は
こ
の
方
針
、
あ
の
有
名

な
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
く

ま
モ
ン
」
も
一
緒
で
す
。
巷ち
ま
たに

く
ま
モ
ン
グ
ッ
ズ
が
溢
れ
る
理

由
の
一
つ
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
い
つ
の
日
か
、
ウ
サ
ヒ
の
元

に
も
「
全
国
販
売
さ
れ
る
グ
ッ

ズ
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
？
」
な

ん
て
オ
フ
ァ
ー
が
来
る
か
も
…
。

夢
は
大
き
く
持
ち
な
が
ら
、
町

外
・
県
外
に
も
ど
ん
ど
ん
町
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
ウ
サ
ヒ

と
一
緒
に
売
り
込
み
た
い
商
品

の
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
、
ぜ
ひ
リ

ク
エ
ス
ト
く
だ
さ
い
。

政
策
推
進
課
☎
67-

２
１
１
２

「水本とんちゃん牧場」で
豚を放牧飼育
・岡崎幸三さん（右）
・高橋勇八さん（左）

　りんごや発酵飼料を餌として与え、放牧によっ
て育てた町独自のブランド豚「あっぷるニュー
豚」。町産業創造推進機構（代表…鈴木浩幸町長、
以下「機構」）が３年前から東北・山形両大学と
共同で研究し、商品化が進められてきました。肉
質の特徴は甘くあっさりした脂身で、昨年 11月
以降はこの豚肉をメインにした食材宅配サービス

「森のだんらん」事業も始まっています。
　昨年 5 月以降、この豚を飼育しているのが、「水
本とんちゃん牧場」の岡崎幸三さんと高橋勇八さ
ん。今回、一年間の歩みを振り返るとともに、今
後の目標等について語っていただきました。

▼
豚
の
放
牧
に
挑
戦
し
た
き
っ
か
け
は
？

岡
崎　
２
年
く
ら
い
前
、
機
構
か
ら
水

本
地
区
に
や
っ
て
み
な
い
か
と
話
が
あ

り
、
そ
れ
に
手
を
挙
げ
た
の
が
私
た
ち

２
人
で
し
た
。
養
豚
の
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
何
か
面
白
そ
う
だ
な

と
思
っ
た
ん
で
す
。

　

２
人
と
も
稲
作
中
心
の
農
家
。
昔

は
田
ん
ぼ
の
仕
事
に
余
裕
が
あ
る
と
き

は
、
土
木
関
係
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
か
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
年
齢
は
も
う
60
代

半
ば
。
家
の
近
く
で
田
ん
ぼ
と
両
立
で

き
る
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

▼
１
年
間
飼
育
し
た
感
想
は
？

岡
崎　
去
年
は
養
豚
以
外
の
作
業
も
多

く
、
あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
で
し
た
。

牧
場
は
ほ
と
ん
ど
手
作
り
で
す
か
ら
。

牧
場
に
柵
を
め
ぐ
ら
せ
た
り
、
日
除
け

の
建
物
を
建
て
た
り
…
。
柵
が
壊
れ
て

逃
げ
ら
れ
た
ら
大
変
で
す
。
初
年
度
だ

け
に
、
毎
日
の
よ
う
に
牧
場
を
見
回
り
、

異
常
が
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
た
。

高
橋　
豚
は
土
を
掘
る
習
性
が
あ
り
、

土
地
が
荒
れ
て
し
ま
い
が
ち
。
同
じ
場

所
で
の
飼
育
は
２
年
が
限
界
で
、
土
地

を
休
ま
せ
る
た
め
に
、
今
後
は
放
牧
地

の
拡
張
も
必
要
で
す
。
施
設
を
整
え
る

作
業
は
も
う
少
し
続
き
そ
う
で
す
ね
。

▼
日
常
の
作
業
の
内
容
は
？

岡
崎　
約
30
キ
ロ
の
子
豚
を
仕
入
れ
、

５
ヵ
月
で
１
３
０
キ
ロ
ま
で
育
て
て
出

荷
す
る
―
。
こ
れ
が
こ
の
牧
場
の
役
割
。

今
年
は
秋
ま
で
に
１
０
０
頭
を
育
て
る

予
定
で
す
。
毎
日
の
仕
事
は
、
餌
を
あ

げ
る
こ
と
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
１
日

１
回
、
朝
６
時
頃
に
与
え
て
い
ま
す
。

通
常
の
畜
産
農
家
が
行
う
畜
舎
の
清
掃

は
あ
り
ま
せ
ん
。
放
牧
で
す
か
ら
ね
。

▼
「
と
ん
ち
ゃ
ん
牧
場
」
の
由
来
は
？

高
橋　
こ
れ
は
私
が
つ
け
ま
し
た
。
孫

が
豚
の
こ
と
を
「
と
ん
ち
ゃ
ん
」
と
呼

ん
で
い
て
、
こ
れ
に
ピ
ン
と
き
ま
し
た
。

　
養
豚
に
限
ら
ず
、農
業
の
団
体
は
「
○

○
組
合
」
と
か
「
○
○
協
議
会
」
と
い

う
名
称
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
お
堅
い

名
前
よ
り
も
い
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

▼
今
後
の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

岡
崎　
最
初
は
「
ま
ず
３
年
間
や
っ
て

み
な
い
か
」
と
持
ち
か
け
ら
れ
た
豚
の

放
牧
。
で
も
、
私
は
生
き
て
い
る
限
り

ず
っ
と
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
当
然
事
業
と
し
て
軌
道
に

乗
せ
る
こ
と
が
第
一
…
。
飼
育
す
る
私

た
ち
た
ち
だ
け
で
な
く
、
加
工
や
販
売

を
支
援
す
る
機
構
と
、
今
後
も
力
を
合

わ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
。

高
橋　
去
年
は
資
材
費
が
か
か
り
、
儲

け
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
だ
け
に
、
今

年
は
当
然
利
益
を
上
げ
た
い
…
。
２
人

と
も
た
く
さ
ん
タ
バ
コ
を
吸
う
だ
け
に
、

少
な
く
と
も
タ
バ
コ
代
く
ら
い
は
稼
が

な
い
と
…(

笑)

朝日町の地域おこし協力隊、緑のふるさと協力隊の４人に
よる連載企画が今号からスタートしました。各隊員が日々
の活動の中で感じたことや朝日町での暮らしを語ります。

「ウサヒの使用料が０
タ ダ
円の理由」

情報交流推進員
（地域おこし協力隊）

佐 藤 恒 平  

Ａｓａｈｉ自然観の売店に並ぶ
じゅっきー（左）、ペロリン（中
央）、ウサヒ（右）の３キャラク
ターを使用したお菓子。パッ
ケージにより味が異なり、それ
ぞれエビ、のり塩、甘塩味。い
ずれもサクサクした食感に仕
上がっている。価格は210円

【
お
知
ら
せ
】

雑
誌
コ
ー
ナ
ー
に
、「
ひ
よ
こ

ク
ラ
ブ
」「
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
☆
２
３
」

「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」「
日
経
ト
レ

ン
デ
ィ
」
が
新
し
く
入
荷
し
ま

し
た
。ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。
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　 区　名 　　 出生児氏名 　  性別　保護者名

５月１日～ 31日届出

（※外国人を含む）

すこやかに

区　名 死亡者氏名 世帯主名

西船渡　　　若　月　美智子　　　俊　行
常　盤　　　阿　部　益　子　　　英　明
明鏡荘　　　古　城　トミコ　　　本　人
太郎二　　　松　田　敏　明　　　道　明
新　宿　　　鈴　木　とし江　　　五　郎
前田沢　　　鈴　木　善次郎　　　敏　子
栗木沢　　　遠　藤　清次郎　　　清　志
明鏡荘　　　伊　藤　トヨ子　　　本　人
前田沢　　　阿　部　忠　志　　　千代子
夏　草　　　古　川　四重子　　　本　人
大　滝　　　齋　藤　惣太郎　　　小　治
新　宿　　　今　井　吉　夫　　　昌　志

やすらかに

人口と世帯数

西　町　　鈴　木　直
なお

　暉
き

　男　正直・郁美
西　町　　白　田　隼

はや
　理

と
　男　　淳　・美奈子

本　町　　鈴　木　結
ゆう

　心
しん

　男　　聡　・友子
下芦沢　　大　滝　望

み
　桜

お
　女　拓美・知世

●平成２５年　５月３１日現在
　人　口　７，７５５ 人 (－　９)
　　　男　３，８２２ 人 (－　３)
　　　女　３，９３３ 人 (－　６)
　世帯数　２，４８３世帯  (±　０)

(　　)内 前月比
--------　５月中の異動　--------

出　生　  ４人　転　入　１２人
死　亡　１２人　転　出　１３人

Births

Obituaries

Population

　表紙の写真

町長歳時記

（87）

みなさんからのおたよりでつくるコーナーです。

町に対する意見や要望、質問、提案などをお寄せください。
無記名での投書に対しては、事実関係の確認が難しく、
回答できない場合もありますので、ご了承ください。

〒 990-1442　朝日町大字宮宿 1115 番地
　　　　　　　 朝日町役場 政策推進課 地域情報係☎ 67-2112
　　　　　　　メール／ inform@town.asahi.yamagata.jp

「
町
民
の
声
」の
ハ
ガ
キ
で
、

意
見
を
書
い
た
の
に
、
そ

の
後
何
も
町
か
ら
の
返
事
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ち
ゃ
ん
と
町
長
の
元
に

届
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
ハ
ガ
キ
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
寄
せ
ら
れ
た
意

見
は
す
べ
て
町
長
、
副
町
長
が
目

を
通
し
て
い
ま
す
。
返
事
が
必
要

と
判
断
し
た
意
見
は
、
直
接
投
稿

者
に
返
事
を
差
し
上
げ
た
り
、
本

コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
り
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ハ
ガ
キ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

投
稿
者
の
意
図
が
不
明
で
あ
っ
た

り
、
個
人
を
特
定
で
き
て
し
ま
う

た
め
、
誌
面
上
に
掲
載
で
き
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

記
名
が
あ
れ
ば
投
稿
者
に
直
接
返

事
を
差
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
最
近
寄
せ
ら
れ
る
ハ
ガ
キ

は
無
記
名
の
も
の
が
多
く
、
そ
う

し
た
対
応
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今

年
度
か
ら
町
民
の
声
の
ハ
ガ
キ
に

町
か
ら
の
返
事
を
希
望
す
る
か
ど

う
か
確
認
す
る
欄
を
設
け
ま
し

た
。
返
事
を
希
望
す
る
場
合
は
、

必
ず
氏
名
等
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
。
ハ
ガ
キ
は
今
年
度
も
６
月
号

と
12
月
号
の
誌
面
に
折
り
込
む
予

定
で
す
。

【
政
策
推
進
課 

地
域
情
報
係
】

問答 「
町
民
の
声
」
の
ハ
ガ
キ
を
出
し
て
も
、

返
事
が
も
ら
え
ま
せ
ん

　好天が続いた 5 月下旬。町内は田植えの
シーズンで、水を張った田んぼが周囲の景
色をきれいに映し込んでいました。
　表紙、そして上の写真は 5 月 26 日の午後
6 時半頃、栗木沢地内で撮影したもの。田ん
ぼに映る真っ赤な夕日を見ていると、少しだ
け庄内浜にいるかような錯覚を覚えました。

おしあわせにMarriages

(254)

阿  部　達  也
（立　木）

渡  邉　真理子
（元　町）♥

堀　　雄  介
（大　町）

阿  部　　薫
（八ツ沼）♥

阿  部　正  樹
（今　平）

星　　秀　美
（山形市）♥

志  藤　拓  矢
（川　通）

菊  地　愛  子
（大江町）♥

遠  藤　辰  明
（真　中）

手  塚　恵  子
（長井市）♥

　
物
凄
い
表
情
だ
っ
た
。
あ
る
い
は
鬼

の
よ
う
な
形
相
だ
っ
た
。
い
や
も
し
か

し
た
ら
、
極
度
の
緊
張
と
不
安
の
堆
積

に
意
気
を
無
く
し
青
ざ
め
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
天
文
学
的
な
日
本
中
の

期
待
の
重
圧
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な

精
神
の
中
、
無
性
に
怒
り
だ
け
が
込
み

上
げ
て
来
て
、
そ
れ
を
爆
発
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え
、
極
限
状
態
を
自
ら
の

強
靭
な
集
中
力
で
迷
い
を
吹
っ
切
り
、

た
だ
己
の
信
ず
る
道
を
突
き
進
む
事

だ
け
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
に
違
い

な
い
。
そ
れ
は
渾
身
の
キ
ッ
ク
。
ど
真

ん
中
へ
の
シ
ュ
ー
ト
。
こ
れ
が
彼
が
選

ん
だ
道
で
あ
る
。

　

騒
然
た
る
大
轟
音
が
自
身
の
全
て

を
包
み
込
ん
で
い
る
に
も
係
わ
ら
ず
、

こ
の
世
の
も
の
と
も
思
わ
れ
な
い
ま
さ

に
ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
静
寂
。

　
本
田
圭
佑
二
十
六
歳
。
利
き
足
、
左

足
か
ら
放
た
れ
た
シ
ュ
ー
ト
は
、
ゴ
ー

ル
ど
真
ん
中
の
ネ
ッ
ト
を
つ
ん
ざ
き
、

ス
タ
ジ
ア
ム
を
埋
め
尽
く
し
た
大
群
衆

の
呻
き
に
も
似
た
静
寂
を
、
歓
喜
の
声

に
変
え
て
い
っ
た
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

ブ
ラ
ジ
ル
大
会
へ
の
大
い
な
る
道
が
切

り
拓
か
れ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

　
孤
独
に
は
二
種
類
の
孤
独
が
あ
り
、

一
つ
は
ま
さ
し
く
自
分
自
身
に
対
し
て

の
み
の
孤
独
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
無

数
の
人
間
の
期
待
を
左
右
す
る
で
あ
ろ

う
事
柄
に
、
た
だ
一
人
己
の
決
断
と
行

動
に
よ
っ
て
運
命
が
決
せ
ら
れ
る
場
面

に
襲
わ
れ
る
自
負
と
責
任
の
入
り
乱
れ

た
中
で
の
孤
独
感
で
あ
る
。
こ
の
孤
独

と
緊
張
感
に
押
し
潰
さ
れ
る
か
、
あ
る

い
は
、
前
向
き
に
力
強
く
進
ん
で
行
く

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

人
生
に
は
、
様
々
な
苦
難
困
難
が

待
ち
受
け
る
。
そ
ん
な
時
、
そ
れ
ら
に

度
肝
を
抜
か
れ
て
へ
こ
た
れ
る
の
で
は

な
く
、
こ
れ
が
人
生
だ
、
人
が
生
き
る

と
い
う
こ
と
だ
と
、
生
き
て
い
る
実
感

を
感
得
し
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
機
会

を
与
え
て
く
れ
た
運
命
に
あ
り
が
た
く

感
謝
し
、
喜
び
の
中
に
前
に
進
ん
で
行

く
。
こ
ん
な
力
強
さ
を
本
田
選
手
の
ど

真
ん
中
シ
ュ
ー
ト
に
教
え
ら
れ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

渾
身
の
キ
ッ
ク
　
ど
真
ん
中
へ
の
シ
ュ
ー
ト

極
限
の
孤
独
を

人
間
は
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
の
か

今年度から回答希望の確認欄を設けました
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感動・やすらぎの景観

田んぼや農地の大切さ

　
特
集
で
紹
介
し
た
朝
日
中
２
年
生
の

七
ヶ
浜
町
訪
問
に
同
行
し
て
き
ま
し
た
。

　
震
災
後
の
訪
問
は
、
一
昨
年
の
５
月
、

昨
年
の
３
月
、
９
月
に
次
い
で
４
回
目
。

訪
問
の
た
び
に
景
色
の
変
化
を
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
は
特
に
驚
き
ま
し

た
。「
田
ん
ぼ
に
水
が
張
ら
れ
、
美
し
く

甦
っ
て
い
る
！
」。一
帯
の
光
景
を
見
て
、

復
旧
・
復
興
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、

と
て
も
心
が
安
ら
い
だ
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。

　
取
材
後
、
七
ヶ
浜
町
を
あ
と
に
し
た

の
は
午
後
５
時
頃
。
帰
路
は
山
形
自
動

車
道
を
西
進
し
ま
す
が
、
と
て
も
天
気

が
よ
く
、
夕
日
に
向
か
っ
て
車
を
走
ら

せ
ま
し
た
。
寒
河
江
イ
ン
タ
ー
を
下
り

る
頃
に
は
ち
ょ
う
ど
日
没
の
あ
た
り
で
、

田
ん
ぼ
の
水
鏡
に
夕
日
が
キ
ラ
キ
ラ
と

輝
い
て
い
ま
し
た
。
表
紙
の
写
真
は
こ

の
経
験
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
後
日
町

内
で
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

　
美
し
い
景
観
で
感
動
や
安
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
る
田
ん
ぼ
や
農
地
。
そ
の
大
切

さ
を
感
じ
つ
つ
、
そ
れ
を
守
る
人
た
ち
に

感
謝
の
気
持
ち
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
。　
　
　
　

佐
久
間　
淳

60年ぶりに咲く
笹竹の花

　約 60 年に一度咲くといわれる笹竹の花
がこのほど太郎地内で確認され、町広報の
元に写真が寄せられました。
　写真は 5 月 18 日、山菜の採取のため、
山に入った太郎地区在住の男性が撮影した
もの。「この花のことは、以前父親から聞い
たことがありました」と男性。「見た瞬間そ
れとわかり感動しました。しっかりと記録に
残そうと思い、夢中でシャッターを切りまし
た」と話しています。
　男性が父親から聞いた話によれば、前回
この辺りで花が咲いたのは、終戦直後頃と
のこと。戦後の食糧難のなか、花のあとに
つける実が貴重な栄養源になったそうです。
　
　皆さんの周りでも珍しい現象、動植物の
情報がありましたら広報担当（☎６７－２１１２）
へご一報ください。取材にお伺いします。

　地区の高齢者約 20 人が月に１回集ま
り、環境美化活動や軽体操を通じ、親
睦を深めています。
　５月 31日は快晴の青空の下、公園や
街路樹の下に花を植えました。

松程元気クラブ
（阿部タカエ代表）
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